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図1.数値実験で与えられた初期条件｡
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て数値実験を行ったところ図 4のように波の分裂現 図4･Rovinsky-Zhabotinskyモデルにおける波の分
象が確認された｡
以上､本研究ではThring不安定条件下におけるBZ
反応 oregonatorモデルにおける波の分裂現象の数値
実験結果をより詳細に観察 した｡さらに､その考察
裂現象(u成分の時空間プロット)｡初期条件
として図 1を与えた(但しV(I,I-0)-0.6)｡ま
た､式(2)のパラメー タをDu-0.1Dv=5.0,q-0.5,
α=0.03,β-4.5×1014,p=5.0×10~5,6-I.0×10-2と
設定した｡
から分裂波が生じる条件を提案 した｡また､BZ反応の Rovinsky-Zhabotinskyモデルにおいても
同様の波の分裂現象を観測した｡
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